
地域資料係からのご案内 

「関東大震災と多摩村」 

関東大震災が発生した大正 12年 9月１日の多摩村は、夕立のような断続

的な雨が朝 10時頃まで降ったかと思うと、南風とともに日差しが照りつけ

るといった異様な天気であったことが記録されています。そして、正午少

し前の 11時 58分、激しい揺れが関東を襲いました。 

当時の記録に「突然地震道路左右ニユリ動キテ一歩一歩ヒョロヒョロト

シテ進ミガタシ、已ムヲ得ズ膝ヲ突キ手ヲ地ニツキ居ケルニ…」とあり、

立っていられないほどの激しい揺れであったことがうかがえます。 

その後も数日に渡り余震が続き、全壊した家屋 27、倉庫 18、その他 48、

計 93。半壊した家屋 56、倉庫 109、その他 64、計 229。そのほかに道路や

橋への被害が発生しましたが、幸い住民の死傷者は 0 でした。村では直ち

に被害状況をまとめ、罹災者救護、交通が途絶した道路や橋の修繕に対応

しています。 

参考資料：『多摩市史 資料編四 近現代』（多摩市 1998年） 

『多摩市史 通史編二 近現代』（多摩市 1999年） 

 

 

 

 各図書館にリサイクルコーナーを設置しています。 

置いてある資料は、①除籍した図書館資料（出版から年数が経過し情報

が古くなった資料、汚損・破損で使用に耐えなくなった資料）②図書館資

料として受入れなかった寄贈資料です。  

 リサイクル資料は、永山フェスティバル等のイベントや児童館との共催

事業の時にも配布を行っています。また、市内の小中学校や児童館・学童

クラブを対象に年に１回、配布会を行っています。今年度から配布の対象

を広げて、市内の社会福祉施設、市内に活動拠点がある団体への配布を始

めます。詳細は図書館にお問い合わせください。 

 

 
 

 

 

 

 

多摩市立図書館では、子育てを応援するひとつとして赤ちゃんと保護者

を対象とした「あかちゃんおはなし会」を開いています。 

プログラムは、赤ちゃん向け絵本の読み聞かせをはじめ、やわらかい布

素材のシフォンを使用した「布あそび」（写真参照）や赤ちゃんとの触れ

合いを大切にした「わらべうた」などです。 

手作りのわらべうたの歌集もお配りしていますので、一緒に楽しい時間

を過ごしてみませんか？ 

           △写真は本館での「あかちゃんおはなし会」の様子 
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「秋色おはなし会」IN 永山フェスティバル  

9月 19日・20日に開催される第 18回永山フェスティバル。図書館は、は

なしの語り手の皆さんと一緒に「秋色おはなし会」を開催します。   

【日時】9月 19日（土曜） 

第１部: 午前 11時～11時 25分  内容／乳幼児を対象としたわらべうた

や布あそび、特大絵本の読み聞かせなど 

第２部：午前 11時 45分～午後 0時 15分  内容／幼児から小学校低学年

を対象とした語りを中心にした会 ※おはなしの途中入退室はできま

せん。 

【会場】ベルブ永山４階 視聴覚室（永山図書館の上階）  

【申込み】不要。当日、直接会場へお越しください。  

「ほんやさん」「おはなし会」IN 第 27回 TAMA 人形げきまつり 

 第 27回 TAMA人形げきまつりの中で、図書館は「ほんやさん」という自由

に本をご覧いただける催し物を行います。また、お昼の時間帯に「おはなし

会」も開催しますので、人形劇の合間に遊びに来てください。 

【日時】10月 18日（日曜）午前 11時～午後 3時頃まで 

【会場】関戸公民館８階 大会議室 

【申込み】不要。当日、直接会場へお越しください。  

地域館 秋まつりのご案内 

おはなし会やリサイクル図書の配布を行います。 

⑴ からきだ菖蒲館まつり［唐木田図書館］ 10月 17日（土曜）・18日（日

曜） 

⑵ 東寺方秋まつり［東寺方図書館］ 10月 24日（土曜）・25日（日曜） 

⑶ のびのび豊ヶ丘まつり［豊ヶ丘図書館］ 11月 28日（土曜） 

⑴は、コミュニティセンター・児童館との共催 

⑵⑶は、福祉館・児童館との共催 

※イベントの詳細は、図書館等で配布するチラシをご覧ください。 

☆資料紹介☆ 

 『あの川のほとりで』＜上・下＞ 

ジョン・アーヴィング／著 小竹由美子／訳 （新潮社 2011年） 

「人間は可笑しくて哀しい」。そう言ったのはアメリカの映画監督だった

だろうか。このフレーズは著者ジョン・アーヴィングの作品にも当てはまり

ます。アーヴィング作品の登場人物達は我々と同じリアルな「人間」として

描かれ、彼らは悩み、その挙句、人生をとんでもない方向へ進めてしまいま

す。その様は現実の人生であり、可笑しくて哀しくみえるのです。 

本作の舞台はニューハンプシャー州の山奥。主人公はその地でコックを勤

める父を持つダニエル。ある時、幼いダニエルは、父の大柄な愛人を熊と間

違えてフライパンで撲殺してしまいます（！）。彼女は狂気めいた保安官の

愛人でもあったことから、二人は保安官を恐れて逃げ出しますが、復讐心に

憑かれた保安官の追跡は途切れず…。物語は半世紀にも渡る壮大な父子の逃

亡生活を描きます。そこには現実の人生が確かに在ります。そして全編に渡

って、著者の「可笑しくて哀しい」人間への愛情ある眼差しを感じます。 

 

▽図書館の本をコピーするときに…著作権のはなし▽ 

本で調べたことを自宅で時間をかけて読み解きたい…。そんな時コピーで

きるのは便利ですね。しかし、全ての作品には著作権という権利があります。

著作権は、誰もが自分の作品に対し持っている権利であり、著作権法という

法律で定められています。お互いに尊重すべきものですから、権利を侵さな

いよう注意してコピーをしましょう。図書館ではコピーサービスを利用する

皆さんに、次のことをお願いしています。 

１ 多摩市立図書館の蔵書のコピー：持ち込み資料はコピーできません 

２ 調査・研究のためのコピー：コピーする目的が限られています 

３ 著作物の一部分のコピー：作品の半分以上をコピーしてはいけません 

４ コピーは一人１部だけ：同じページを何枚もコピーできません 

※一部分のコピーとは作品単位で判断するため、作品によって分量が異なります。

ご不明の点は図書館職員にお問い合わせください。 
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